
子供が安心・安全に楽しく気軽に運動・スポーツに親しめる機会の創出と子供の体力向上

目的

具体的な事業内容

令和２年度補正予算額：325,460千円子供の運動不足解消のための運動機会創出プラン

運動遊びの機運醸成
運動不足
の解消

運動遊びの
習慣化

子供の運動不足解消のための機会創出
子供の体力向上を図るためには、誰でも楽しく気軽に苦手意識を持つことなくできる「運動遊び」が有効であるが、子供が運動遊
びに親しみそれを習慣化させるためには、実際に体験し、その楽しさ等を学ぶことが必要。

実施地域の参加者以外に普及・周知

ACPを活用した運動遊び体験
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小学校 スポーツ少年団総合型クラブ

新型コロナウイルスの感染リスクに備え、全国の学校に対する一斉の臨時休業の要請と、全国的なスポーツ・文化イベントの中止等の要請が行
われたため、子供の運動不足による体力の低下が懸念されている。今後、学校の一斉休業が解除され、子供の遊ぶ機会が一定程度増えること
は予想されるが、一度失われた運動習慣を取り戻すことは容易ではない。早急に対応が必要な状況となっており、子供が安心・安全に楽しく気
軽に運動遊びに親しめる機会を創出し子供の運動不足の解消を図る。

全国の小学校、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団等に
おいて、アクティブ・チャイルド・プログラム(ACP)を活用しながら、子
供と一緒に楽しく運動したり、体験活動等を実施する機会を提供
各スポーツ協会が地方自治体のニーズを把握し、連携協働しな
がら事業を実施、ノウハウを共有

ACPとは：JSPOが開発した、子どもが発達段階に応じて身につけておくことが
望ましい動きを習得する運動プログラム

事業の連携協働

各スポーツ
協会

全 国 5 0 0 箇 所 で 実 施

地域ニーズ

ノウハウの共有


